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研究成果の概要（和文）： 背臥位コーンビームＣＴ装置の開発をおこなった．歯科用コーンビームＣＴ画像情報から
パノラマＸ線写真に類似する再構成像の再構成に成功した．この再構成像とＸ線フィルム写真からデジタル変換した画
像との比較検証実験を実施したところ，非常に高い一致率が得られた．一連の成果から，情報処理システムを構築し, 
背臥位コーンビームCTと共に運用することにより迅速な個体識別が可能となることが示された．

研究成果の概要（英文）： We carried out the development of a cone-beam CT (CBCT) for supine position. It 
has succeeded in create the reconstructed image that is similar to the panoramic radiograph from the 
dental-CBCT image. We conducted to a comparative verification experiment with digital-conversion image 
from the X-ray film photograph and the reconstructed image, very high concordance rate was obtained. 
Conclusions from these results, it was shown that it is possible to more quickly, higher accuracy and 
easier identification by operating together with a data processing system and the new supine cone beam 
CT.

研究分野：歯科放射線学

キーワード： 頭部背臥位X線CT装置　ソフトウェア　画像再構成　パノラマX線画像　データベース

  １版



１．研究開始当初の背景 

現在の日本における超高齢者社会での人

口統計をはじめとする多くの中長期的統計

予測では，高齢者が今後，年率 5～10％増加

するという予測で一致している．このことか

ら，国民の健康寿命を確保することが医療に

おける喫緊の課題と考える．歯科医療の観点

から超高齢者社会をみれば，現在，何らかの

全身疾患を有する患者の歯科診療がほとん

どを占めており，今後，有病者の歯科診療の

重要性と需要は今後ますます増加傾向にあ

ると考えられる． 

一方，東日本大震災あるいは熊本地震等の

大規模災害においては，災害発生初期は，人

命救助，ライフラインの確保など緊急対応の

フェーズが重要であるが，その後は社会全体

での復旧，支援に移行する．一方，被災者自

身の自立や希望を妨げるさまざまな精神的

ストレスを緩和することも，重要な被災者へ

の災害支援である．この支援一つが家族や肉

親の消息を明らかにすることで，その中で歯

科医師が法医歯学的な見地から行う個人識

別は，身元不明遺体の識別には極めて多くの

データを蓄えていることから，そのデータを

有効活用した支援活動は極めて効果的であ

る．  

 緊急災害時に歯科医療に求められるのは，

まず過去の個人の診療記録情報と，個人の現

況把握である．特に，歯科関係の診療録（カ

ルテ），歯型やＸ線画像などの情報と現症の

摺合せは必須である．これらの診療情報の中

でも，情報の量と質と保存の利便性など圧倒

的かつ，第一義的にＸ線画像情報は有効であ

る． 

 現在，一般歯科診療のＸ線画像はアナログ

画像（銀塩フィルム）から急速にデジタル画

像へと移行しつつある．また，撮影装置その

ものは歯科用パノラマＸ線撮影装置が普及

しており，近年，歯科用コーンビームＸ線Ｃ

Ｔ装置も急速に普及しつつある．高密度の画

像情報を歯科医療に活用する観点から今後，

歯科用コーンビームＸ線ＣＴ装置が一層，普

及する方向にあるが，前述の大規模災害での

アナログ情報の活用方法も含めて，ＣＴ画像

からアナログ画像と対照し得る画像の抽出

が望まれるところである．  

以上のことから，現在の歯科用コーンビー

ムＸ線ＣＴ装置で得られる情報から抽出方

法を模索し，従来，保存・蓄積されてきたア

ナログ画像情報と直接的に比較することが

可能となる方法を模索すべきであると考え

た．  

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，以下の 6項目とする． 

(1)頭部背臥位Ｘ線ＣＴ装置の開発を行う． 

(2)CT 撮影により得られた撮影領域からボク

セルデータの切り出し，抽出の可能性につい

て検討する． 

(3)抽出が可能と判定された場合には，領域

の画像の歪み，濃度，コントラストの修正，

ダイナミックレンジ等について修正をおこ

なう． 

(4)アナログ画像情報からデジタル画像への

変換作業を行う． 

(5)従来の保存・蓄積されてきたアナログ画

像情報と，移動型コーンビームＸ線ＣＴ装置

で得られる画像情報と比較検討し，実用可能

か否かについて判定する． 

(6)大規模災害時の個体識別での有用性につ

いて検討，考察する． 

 

３．研究の方法 



(1)鶴見大学と朝日レントゲン工業との産学

協働により，被写体人体が背臥位（寝たまま

の状態）で撮影可能な国産初の背臥位コーン

ビームＣＴ装置を開発する．試作機の製作自

体は業者に委託するが，試作機の製作に際し

ての基本となるコンセプトの提供，ユーザー

サイドの技術的アドバイスは研究代表者，分

担者が協働して行うこととする． 

(2)標準歯科用 X 線写真およびパノラマ X 線

写真と歯科用コーンビーム CT 画像（歯科用

CBCT）を ray-sumation 法を用いてパノラマ

画像に近似する画像抽出を行う． 

(3)アナログ画像情報からデジタル画像への

変換作業を行う． 

(4)撮像視野(FOV):φ102ｍｍ×102ｍｍの

CBCT 像を用いてパノラマ X 線像に近似する

再構成像を用意する． 

(5)アナログ変換デジタルパノラマＸ線画像

とＣＴから得られた再構成デジタルパノラ

マＸ線像を用意し，無作為抽出，無作為比較

を 5名の画像診断の専門家により，肉眼的な

比較検証実験を実施する． 

(6)東日本大震災での個体識別の実施状況に

ついて聞き取り調査を行うとともに，各地方

自治体の歯科診療情報の標準化状況につい

て調査を行う．  

 

４．研究成果 

(1)背臥位コーンビームＣＴ装置の開発 

研究代表者である小林，研究分担者である下

田，そして朝日レントゲンを交えて，開発製

作に関する合同会議を 7回重ねた．技術的検

討課題は以下の項目であった．  

①ＣＴ画像からのパノラマ画像抽出：現有歯

科用 CBCT と同等の画像解像度（空間分解能

および濃度分解能）を有し，装置により得ら

れるボクセルデータから任意の断面の２次

元画像情報が得られること． 

②ＣＴ画像からのデンタル画像再構成と切

り出し：現有歯科用 CBCT と同等の画像解像

度（空間分解能および濃度分解能）を有し，

装置により得られるボクセルデータから任

意の断面の２次元画像情報が得られること． 

③現地撮影への対応：可動性，可撤性のため

の部材及び，機構を備えていること． 

④被写体干渉への対応：必要な再構成エリア

を有し，従来装置に対し被写体に干渉しない

大きな構造を有すること． 

⑤振動への対応：移動型にする為，振動に強

い締結方法，部材の選定，ＣＴ撮影による重

量増加を考慮した動力伝達機構及び筐体と

する．新型ＣＢＣＴ装置は現有機種よりも耐

衝撃性を有すること． 

⑥被写体位置決め作業時間短縮への対応：位

置調整可能な頭部固定部を有すること．Ｘ線

管球の連続撮影に対応する適切な冷却能力

を有すること． 

 これらの技術的検討課題を踏まえて，設計

パース図，予備試作，設計図の製作をおこな

った.       
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証が得られた． 

(6)本研究により得られた知見として，

ray-sumation 法を用いてパノラマ X線像に近似

する再構成法が確立したことより，本法を側頭

下顎関節の矢状断および下顎骨の関節隆起の長

軸に沿った再構築画像の画像診断への応用の可

能性についても検討を行った． 

対象は本学歯学部附属病院来院患者 5 名(計

10 関節)で，被験者 3名によりパノラマ X線像と

近似するＣＴ再構成像について，その一致率に

ついて統計学的に検証した． 

その結果，正中矢状面を基準とした再構成像

では Kappa 係数は 0.855，下顎頭長軸を基準とし

た再構築では 0.55 であった．このことから正中

矢状面を基準とした再構成像の方が長軸に沿っ

た再構築像よりも形態学的一致率は高いという

結論を得た． 

（7）大規模災害時の個体識別での有用性に

ついて検討し，以下の考察を行った． 

東日本大震災での個体識別の実施状況につ

いて，①本学個体識別参加者からの聞き取り

調査，②歯科診療情報の標準化については，

東北大学工学部での研究進捗状況について

の聞きとり調査，③新潟県歯科医師会での診

療所見のデジタル化活動についての聞き取

り調査を実施した．聞き取り調査の結果，大

規模災害において，遺体からのデンタルチャ

ートと生前の歯科カルテとの自動照合シス

テムは運用・実証済みであること，生前の歯

科診療カルテのデジタル情報化および規格

化は，全国都道府県歯科医師会を単位として

新潟県，神奈川県で試験的運用段階にあるこ

とが判明した． 

 

今後，身元確認システムの機能および身元確

認システムの運用形態おいては，閉鎖集団での

小規模災害の検索は個別的な業務支援システ

ムが稼動すれば比較的先早期に身元が判明す

ることが可能であるが，開放集団での大規模災

害においては包括的な社会情報インフラが重

要な要素となると考えられた． 

しかしながら，現状では東日本大震災時に経

験したように，現地での検視・検案に対処する

警察関係者および医師・歯科医師等の悲惨な状

況下での遺体情報収集作業に負うところが多

く，改善策を講じることが急務であり，これら

が格段に改善され，後々の身元不明者の照合作

業を迅速にする新型の背臥位コーンビームＣ

Ｔ装置と本研究結果を踏まえた配置と整備が

急務と考えられ，このことが今後予測される大

規模災害等に対処できる有用な業務支援とな

り得る． 
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